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〈編 集 後 記 〉

全号の右手先生と同様、超伝導NMRの ユーザーであるだけの、低温については門外漢 の編

集委員です。編集委員会では全 くのエイ リアソでほとんどお話 しの内容は理解できません。 し

か し、毎回多 くの トピックスと執筆を依頼するべき適当な候補者が次々と提案 され、それらに

対 して快諾の返事が得 られ るのを見て、学内の低温科学の層の厚 さに驚嘆させ られてい ます。

全国に先駆けて蛋 白研に360MHzの 高分解能NMRが 導入 され、そのヘ リウム回収用 に液化

機の設置が認 められたのが12年 前のことで した。 この液駕機はそれ以来、吹田地区の液体ヘ リ

ウムの供給に貢献 しています。

蛋 白研 ではいま、 このほか3台 の500MHzの 装 置が稼働 しています。 さらに今年中に多次元

NMR測 定 を 目論だ600MHzの 装 置が導入出来ることになりま した。学内 には他に も多 くの超

伝導NMR装 置 が導入 されていて、この分野でのヘ リウムの需要が増大 してい ます。 さらに生

物系では大量の液体窒素 の継続的な使用 が不可欠 となっています。

このように低温科学を理解出来ない寒剤利用老が激増 してい ますが、これらの人々にも低温

セソターだ よりが読 まれるようになるのは夢で しょうか。

(小林砧次)
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表紙説 明 南西諸島の地図および沖永良部島の位置。南西諸島の島々はフィリピソ海 プレー トの潜 り込
みと沖縄 トラフの拡大の両方の影響で隆起 し、現在の ような島た なった。 ほとんどの島に現

成サ ソゴ礁 および第四紀の隆起サソゴ礁が分布 してい る。沖永良部島は これ らのサ ソゴ礁が

典型的 に発達する島の一つである。(本 文p.12参 照)


